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研究の概要
地域のISPが既存のインターネット体系にで
きるだけ依存せずにトラフィックを自律的に
制御する技術およびその運用手法の確立を目
指す

•PAアドレスベースでのマルチホーム
•IPv4ベースの運用ネットワークでのIPv6サービス
•マルチホームを利用した高品質・高信頼性映像伝送
•地域IP網を応用した高信頼な地域情報インフラ

研究目的
オーバレイ型マルチホーム手法(RFC4908)
を応用して、地域において以下を可能と
する手法を提案し、実証的に検証する。
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DR: Provider側トンネル終端
UR: User側トンネル終端

RFC4908における
HAとMRに相当する
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自己評価
地域間で伝送を行い、有効性の確認が
できた。より運用現場に近い環境で利
用できるようにしたい。

アピールポイント
地域で小さなスケールから始められる
オーバレイ手法が有効であることを示
した。
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MPEG Encoder

Bi-cast による高品質伝送

MPEG Decoder

max delta 40ms, Loss 10%

max delta 70ms, Loss 1%

max delta 5ms, Loss 0%

複数の別経路ストリームを流し、
高信頼・高品質のストリームを
伝送する手法。RTPのヘッダ情報
により元ストリームを復元する。

Bridgeモード
無線LAN

Ethernet pcn0 Ethernet pcn1

Host onlyモード
仮想Ethernet

Guest OS Net BSD 2.0

Vmware Host OS WindowsXP Pro

Internet

無線LAN AP

Web Server

DR
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GRE トンネル

実験トラフィック

モバイル環境提供

トンネリングを用い、ユーザPCを
固定IPの移動端末として利用する手法。
マルチホームしたままで移動可能。

研究成果
地域ユーザ：困難だったインターネットの複数経路利用を可能にした

地域事業者：新規サービス導入、柔軟な網設計、高品質の伝送を可能にした
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